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新
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方

　　

昨
年
１
２
月
２
０
日
に
、
消
費
者

庁
に
て
「
第
１
回　

食
品
の
新
た
な

機
能
性
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
１
月
３
１
日

に
第
２
回
開
催
）。
多
く
の
食
品
事
業

者
に
と
っ
て
、
今
年
も
っ
と
も
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
の
１
つ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
ち
ら
の

新
制
度
の
現
状
に
つ
い
い
て
、
ま
と

め
て
み
ま
す
。

　

同
検
討
会
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、「
消
費
者
の
誤
認
を
招
か
な
い
、

自
主
的
か
つ
合
理
的
な
商
品
選
択
に

資
す
る
表
示
制
度
」
を
目
指
す
方
針

で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
き
く
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
「
安
全
性
の
確
保
」「
機

能
性
表
示
を
行
う
に
あ
た
っ
て
必
要

な
科
学
的
根
拠
の
設
定
」「
適
正
な
表

示
に
よ
る
消
費
者
へ
の
情
報
提
供
」

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
立
場
と
課
題

　　

今
回
の
制
度
は
、
消
費
者
に
と
っ
て

の
安
全
性
と
合
理
性
を
確
保
し
な
が
ら
、

事
業
者
に
と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い
表

示
制
度
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
２
つ
の
立
場
で
の
課
題
の
並
存
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
同
検
討
会
で
は
、
今

後
検
討
に
向
け
て
想
定
さ
れ
る
主
な
論

点
と
し
て
、「
消
費
者
の
誤
認
を
招
か
な

い
、
自
主
的
か
つ
合
理
的
な
商
品
選
択

に
資
す
る
表
示
制
度
」
と
「
国
で
は
な

く
企
業
等
が
自
ら
そ
の
科
学
的
根
拠
を

評
価
し
た
上
で
、
そ
の
旨
及
び
機
能
を

表
示
で
き
る
制
度
」
の
両
立
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

ど
の
成
分
に
ど
の
程
度
の
科
学
的
根

拠
を
求
め
ら
れ
る
の
か
、
企
業
に
と
っ

て
は
商
品
開
発
の
う
え
で
難
し
い
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
規
制
改
革
会

議
（
成
長
戦
略
）
に
端
を
発
し
た
制
度

で
あ
る
以
上
、
企
業
に
と
っ
て
の
使
い

勝
手
の
よ
さ
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
同
時
に
消
費
者
に
対
し
て
誤
解

を
与
え
な
い
情
報
提
供
を
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
ら
を
検
討

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

米
国
の
制
度
研
究
と

　
　
　
　

    

消
費
者
意
識
調
査

　　

規
制
改
革
会
議
計
画
で
は
、
国
で
は

な
く
企
業
等
が
自
ら
そ
の
科
学
的
根
拠

を
評
価
し
た
上
で
、
機
能
性
表
示
が
で

き
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
に
、
米
国
の

「
ダ
イ
エ
タ
リ
ー
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
表
示

制
度
」
を
参
考
に
す
る
、
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
現
在
消
費
者

庁
で
は
米
国
ダ
イ
エ
タ
リ
ー
サ
プ
リ
メ

ン
ト
制
度
に
関
す
る
課
題
の
整
理
と
し

て
、
法
令
、
指
針
、
レ
ポ
ー
ト
、
論
文

の
和
訳
と
、
そ
の
結
果
か
ら
新
た
な
機

能
性
表
示
制
度
の
検
討
に
あ
た
り
留
意

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
点
を
分
か
り
や
す

く
整
理
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
消
費
者
の
誤
認
を
防

ぐ
新
し
い
表
示
制
度
を
目
指
す
た
め
に
、

消
費
者
の
機
能
性
表
示
の
読
み
取
り
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

る
実
態
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
消
費
者
の
う
ち
健
康
食
品
の
誤
認
率

が
高
い
と
思
わ
れ
る
集
団
を
含
む
調
査

集
団
（
３
０
０
０
人
程
度
）
を
対
象
に
、

グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
基

礎
的
知
見
の
妥
当
性
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
に
よ
り
検
証
す
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　　

米
国
の
ダ
イ
エ
タ
リ
ー
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
表
示
制
度
で
は
、「
構
造
機
能
強
調

表
示
」
と
呼
ば
れ
る
機
能
性
表
示
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

企
業
が
食
品
に
機
能
性
表
示
を
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
程
度
の
科
学
的
根
拠
レ

ベ
ル
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
と
き
の

有
益
な
参
考
情
報
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
消
費
者
庁
の
資
料
を
も
と
に
、
裏

面
に
引
用
掲
載
し
て
お
き
ま
す
の
で
参

照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
新
た
な
機
能
性
表
示
制
度
は
、

平
成
２
６
年
度
中
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
検
討
会
は
今
後
も
開
催
さ

れ
、
そ
の
た
び
に
具
体
的
な
制
度
内
容

が
発
表
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
で
も
随
時
と
り
あ
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  （
川
合
）

食品の新たな
機能性表示制度について
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今月の「お気に入り」言葉

高浜虚子
遠山に　日のあたりたる　枯野かな

S

○○○に使用している原料は、関節の修復に必要な基礎的要素
（building blocks）を作り出すこと、痛みや炎症を抑制することを助け、
関節や結合組織の健康を促進することに寄与します。そしてこれらの働
きにより、動作の柔軟性や自由度が向上するようになります。○○○は、
あなたの生活が再び楽しくなるのに役立ちます。 

この表示は FDA によって評価されたものではあり
ません。 この製品はいかなる病気の診断、処置、治
療、予防を目的としたものではありません。 

ダイエタリーサプリメントの表示制度

事業者の自己責任で機能性の表示が可能
（ただし、疾病リスク低減表示は禁止） 

○ 食品形状は、錠剤、カプセル、粉末、ソフトジェル、液体等のサプリメントに限定 
○ 販売後、30 日以内に FDA に届出が必要 
○ 新規成分を使用する場合は、販売前 75 日までに FDA に申請が必要 
○ 有害事象発生時の連絡先の表示が必要 
○ 有害事象発生時は、事業者は FDA に対し、速やかに通告を行う義務（さらにその後、15 営業日以内に追加報告義務） 
○ 有害事象情報は FDA のウェブサイト上で公表 
○ 製品リコールは原則、事業者の任意とされているが、FDA の要求も可能

国の評価を受けたものではない旨
及び疾病の治療等を目的としたも
のではない旨の表示が必須 

特徴①

特徴③

特徴②

出典：「米国等における食品の機能性表示制度（消費者庁 ,2013 年 12 月 25 日）」
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